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 芦屋町教育委員会では、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第２６条に定

めるところにより、平成３０年度教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況に 

ついて点検及び評価を実施し、その結果を報告書にまとめました。 

 この点検及び評価は、平成３０年度における「教育委員会の活動状況」や「芦屋町教

育大綱推進プラン」に関して実施したものであり、効果的な教育行政の推進と教育行政

の推進状況に関する町民への説明責任を果たすことを目的としています。 

 芦屋町教育委員会では、この報告書を議会に提出するとともに、町民に公表すること

としています。また、この点検及び評価の結果を今後の教育委員会活動や教育施策に十

分反映させることで、本町における教育施策が円滑に推進できるよう取組の強化を図っ

てまいります。 

 

  Ⅰ 点検及び評価の概要について  

１ 点検及び評価の対象並びに実施方法 

 本報告書では、「教育委員会の活動状況」及び「教育施策の推進状況」についての点

検・評価の結果を掲載しています。 

 このうち、「教育施策の推進状況」についての点検及び評価の実施方法は、次のとお

りです。  

（１）取組・事業の点検評価 

  「平成３０年度芦屋町教育大綱推進プラン」の主な取組・事業等について、点検及

び評価を実施します。 

（２）施策の評価 

 （１）の結果を踏まえ、平成３０年度の教育施策の推進状況について点検及び評価を

実施します。 

 

２ 点検及び評価の方法並びに評価の観点 

 点検及び評価に関しては、施策の必要性、有効性、公平性といった観点から客観的な

評価がなされるよう配慮しています。 

 また、対象となる施策を構成する、具体策についての点検及び評価を通して、各施策

ごとに「成果」「課題」「対策」を挙げて施策を評価しました。 

 

３ 教育に関して学識経験を有する者の知見の活用について 

 「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第２６条第２項で規定している「教育

に関し学識経験を有する者の知見の活用」については、大学等の専門家からの意見書を

求める方式を取っています。 

 なお、今回の意見書は、福岡教育大学 教授 生田 淳一様にお願いしました。 
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Ⅱ 教育委員会の活動状況の概要 

１ 主な活動実績 

（１） 教育委員会開催実績 

 ○ 定例会を 12 回、臨時教育委員会を２回開催した。 

（２） 教育委員会会議以外の活動 

 ○ 学校訪問を 4 回、町内の研究発表会に１回参加した。 

 ○ 教育委員研修会に３回(県１、郡内１、管内１)に参加した。 

  

２ 成果 

 ○ 教育委員会議は、定例会、臨時会を開催し、活発な議論を行った。 

 ○ 毎月の定例会においては、平成３０年度の教育施策の進捗状況やその成果・課題

等を、議論するとともに、国・県からの新たな施策や通知について活発な議論をし、

着実に実践した。 

 ○ 教育委員への年２回の校長等の「学校経営プレゼンテーション」は、各学校の取

組みの実践や成果と課題が明らかになり、教育委員会としての共通理解と合わせて、

適切な指導・助言が出来た。 

 ○ ３回の総合教育会議の中で第１次教育大綱の見直しを行い、第２次芦屋町教育大

綱を作成することができた。 

 

３ 課題 

 ● 教育委員会議の更なる活性化を図るとともに、町民の意向を反映した教育行政を

実現するためには、各小中学校の実態把握等の継続と、教職員や関係者等との情報

交換が一層求められる。 

 ● 教育委員会活動が町民により一層理解され、関心を持ってもらうため、ホームペ

ージの更新や新たな情報発信が必要である。 

  

  Ⅲ 教育施策の進捗状況の概要 

１ 学校教育の取り組み  

（１）学力向上の取り組み 

 ①基礎・基本となる学力の定着 

 【具体策】 

各学校の学力向上プランの確実な推進と点検・評価の実施 

  分かりやすい授業づくりの工夫や指導形態の工夫によるＣ判定の子どもの学力の

定着 

主体的・対話的で深い学びの授業実践 
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 ②組織的・効率的な環境づくり 

【具体策】 

チーム学校としての取り組みの充実 

ＩＣＴを活用した授業実践の充実 

教員の働き方の見直しと子どもと向き合う時間の確保 

【成果】 

○ 標準学力調査後、Ｃ評定児の多い学級に対して、児童の基礎的な学力定着のため

に分割授業の取組と担当教員の強化を図り、児童の意欲が高まり習熟が図られつつ

ある。 

○ 国語科、算数科を中心に担任、担任外教員が全員ＩＣＴ機器を活用しながら効果

的な教材研究を行い、授業を構築できている。 

○ 基礎基本の定着を図るため、自学ノートや宿題プリント（家庭学習の習慣化）を、

生徒の実態に応じた自作プリントに切り替えたり、宿題内容の確認テストを行った

りした。 

○ 電子黒板やデジタル教科書を活用し、生徒の興味関心をより高め、より分かりや

すい授業を展開することができ、二つの学年での実力テストでは、Ｃ判定生徒の数

が減少した。 

【課題】 

● 学年や学級での格差が無いように校内学力検証委員会等で共通理解を図り、「浸透」

「徹底」する。また、芦屋型学習過程をベースに、日々の授業改善・評価を行い、児

童の学習意欲等の向上を図る。 

● 全国学力学習状況調査や県学力調査、公立高校入試等の問題を分析し、定期考査や

単元のまとめテストで、思考力・判断力を問う問題を２５％は出題する。 

 【対策】 

◎ ＩＣＴ機器を効果的に活用して、分かりやすい授業作りの工夫や指導形態の工夫で、

学力の底上げを図る。 

◎ 一人学び・協同学びを位置づけた学習過程の確実な実施を図る。 

◎ 系統的・継続的な補充学習の充実を図る。 

 

 

（２）豊かな心の育成 

 ①規範意識の育成 

【具体策】 

規範意識の涵養に重点をおいた道徳教育の推進 

保・幼・小・中一貫した心の教育の実践 

道徳の教科化に向けた研修の充実と議論を中心とした道徳授業の改善 
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 ②語先・後礼の推進 

【具体策】 

保・幼・小・中の連携あいさつ運動（語先後礼）の深化・拡充 

児童会・生徒会活動のあいさつ運動活性化 

 【成果】 

○ 道徳の教科化（来年度の研究発表）に向けて、新学習指導要領にそった道徳の公開

授業（一人一実践）を行い、教職員の技量を高めあうことができた。 

○ 道徳科についての研修を繰り返し、道徳科の授業はどうあればよいのか、どのよう

な評価をしていけばよいのか、書く活動をどう位置づけるのか共通理解を図ることが

できた。 

○ 特別活動や全校朝会等を通して、学校のきまりについて児童が考える時間を設定し

た。 

 【課題】 

● 規範意識の育成や積極的生徒指導の充実など、対処療法的にならないように意識化

の徹底を続けていく。 

● 道徳の評価や学習した道徳的価値と日常生活を結びつける教材研究が必要である。 

【対策】 

◎ 規範意識の涵養に重点をおいた道徳教育の推進 

◎ 児童・生徒によるあいさつ運動を活性化し、語先後礼のさらなる定着を図る。 

 

（３）芦屋型小中一貫・連携教育の推進 

 ①保・幼と小との連携 

【具体策】 

保・幼担当者と低学年担当者との連携強化 

 ②小・中の一貫教育の推進 

【具体策】 

芦屋型学習過程の徹底・｢一人学び｣｢協同学び」の徹底 

小中連携強化による英語力の向上 

 【成果】 

○ 保・幼小連絡会や就学支援委員会等により、就学前児童の実態を細やかに把握する

ことができている。 

○ 小小・小中でお互いの授業を公開し協議することで、小中一貫した芦屋型学習過程

や「一人学び」「協同学び」の授業づくりの視点や工夫点がより明確となり、日常の

授業においてその具現化が図られている。 

○ 英語科においては、小学校の授業公開をしたことにより、中学の英語科の教師が小

学校の授業について知ることができ、教材の共有化も図ることができた。 
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 【課題】 

● 保・幼担当者と１年生担任とのさらなる連携強化を図る 

● 小中で連携した日常的な英語活動の実施と授業公開、中学校教員による小学６年生

への授業実施を推進する。 

 【対策】 

◎ 保・幼担当者と１年生担任との連携の強化を図る。 

◎ 外国語担当者部会を定期的に開催し、各校の情報交換と授業実践による取組の交流

を図る。 

 

 

（４）特別支援教育の推進 

 ①早期発見・早期支援の取組 

【具体策】 

ユニバーサルデザイン化の授業公開を通した教師の専門性の向上 

すくすく発達相談、巡回相談の充実 

町内組織の活性化（校内委員会・特別支援コーディネーター担当者会） 

 ②よりよい成長を目指す取り組み 

【具体策】 

教育支援計画や指導計画、サポートシートの活用と充実 

芦屋町特別支援連携協議会の充実・深化 

 【成果】 

○ 特別支援教育コーディネーターを中心とした指導体制の強化を図り、校内特別支援

教育委員会や巡回相談の定期的な実施を通して、保護者を巻き込みながら支援を要す

る児童の実態把握や指導の在り方について共通理解をすることができた。 

○ すくすく発達相談や巡回相談の実施により、校種間の連携が図られ、継続した取組

を行っている。また、特別支援教育コーディネーターを中心とし、全職員が共通理解

のもと、個のニーズに応じた取組を行うことができている。 

○ 配慮を要する児童の保護者からの相談も増え、大学や特別支援学校、医療機関等に

結びつけることができた。 

 【課題】 

● 比較的落ち着いている児童生徒（グレーゾーンの児童）が増えつつあり、実態把握

の方法や観点についてさらに工夫し、対応していく必要がある。 

● 通級担当教員や特別支援学級担任だけの取組にならないよう、学級担任が日常の学

級で合理的配慮を意識し、取り組むことが必要である。 

● ユニバーサルデザインを活用した研修は行ったが、研修内容を活用した公開授業は

実施できていない。 
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 【対策】 

◎ ユニバーサルデザイン化の授業実践による教師の専門性の向上を図る。 

◎ すくすく発達相談、巡回相談の充実・深化 

◎ 芦屋町特別支援連携協議会の活性化 

 

 

（５）健やかな体の育成 

 ①体力・運動能力の向上 

【具体策】 

新体力テストの分析による体力向上推進プランの作成と実践 

「鍛練」を目的とした教科指導、学校行事、部活動の実践 

体力アップシート等を活用した運動の日常化 

 ②生活習慣の確立と食育の推進 

【具体策】 

「早寝・早起き・朝ごはん」運動の推進 

食に関する指導と弁当の日の充実 

給食食べ残しの減少 

 【成果】 

○ 「体力アッププラン」や日常体育の計画的な実践により、「運動が大好き」な児童

の割合が増えてきており、体力テスト結果については安定している学年が多い。 

○ 給食委員会や保健委員会、ＰＴＡの取組を通して、早寝・早起き・朝ご飯の大切さ

や給食を残さず食べることの大切さを感じる児童が増え、残食率は常に１％未満であ

った。 

○ 生徒会の取り組みを中心として残食減を目標とした給食指導に取り組むことがで

き、昨年度よりも残食を減らすことができた。 

 【課題】 

● 体力･運動能力（スポーツテスト）の結果については、投能力（ソフトボール投げ）

や立ち幅跳びに課題が見られる。 

● 体力アップシートの効果的な活用と年間を通した食に関する指導の計画的な実施

により、子どもたちの健やかな体の育成を図る。 

 【対策】 

◎ 新体力テストの分析による体力向上推進プランの作成と実践 

◎ 体力アップシート等を活用した運動の日常化を図る。 

◎ 残食ゼロの取り組みの推進 
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（６）シビックプライドの醸成 

 ①芦屋町の歴史や伝統文化に触れる 

【具体策】 

だごびーな、八朔の馬つくり、しめなわ作り体験 

芦屋音頭・はねその習得と発表の実践 

芦屋釜の里での茶道や工房での体験の推進 

 ②郷土を想う心を醸成し、地域への誇りや愛着を育てる 

【具体策】 

啓発活動を通した地域活動や地域の行事への積極的な参加 

校歌を通した学校の歴史や地域の歴史の認識 

芦屋の「ひと、もの、こと」を活用したあしや学の充実 

【成果】 

○ 浜運動会を中心に、地域・家庭の協力体制が充実している。その他にも地域のひと・

もの・ことを活用した様々な体験ができていて、そのような行事や活動がある際には

「感謝」をキーワードにして（意識して）活動するように仕向けている。 

○ 総合的な学習における「あしや学」、全校朝会等での校歌斉唱、運動会で踊る「芦

屋音頭」の取組を中心に、地域の伝統文化に触れる体験活動等を実施したことにより、

児童の地域理解と町への親しみが強くなった。 

○ だごびーな・八朔の馬づくり、魚道・茶道学習、職場体験学習など学年に応じた取

組が十分にでき、芦屋学を深めることができた。 

○ 計画的に呈茶体験を実施できた。また、本年度は、全校生徒で砂像展を見学し、海

岸清掃を行うことができた。 

 【課題】 

● 学校の教育活動以外での、地域活動への参加や地域の方々とのふれあいが少ない。

地域の伝統文化・行事などを学習内容に取り入れることで、日常的に地域への活動に

参加できるように仕組みたい。 

● 芦屋の「ひと、もの、こと」の活用をもっと増やしていく。人材バンクのようなも

のを作り、必要な時に気軽に声掛けをして協力してもらえるような体制を整える。 

【対策】 

◎ 児童・生徒や保護者への啓発活動を通して、学校の教育活動以外での地域活動への

理解と参加促進を図る。  

◎ 芦屋の「ひと、もの、こと」を活用したあしや学の推進と充実を図る。 
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２ 社会教育の取り組み  

（１）生涯学習の総合的な推進 

 ①学びの場の提供や情報発信 

【具体策】 

生涯学習講座「あしや塾」の充実 

地域の課題を解決する講座の導入促進 

家庭教育事業の実施 

地域住民と学校との連携体制の充実 

 ②各社会教育施設における事業推進 

【具体策】 

世代に応じた、各種公民館事業の充実 

各種図書館事業の実施による住民読書活動の推進 

ボランティア活動センターにおける団体支援の充実 

各種事業における住民参画の充実 

 【成果】 

○ 生涯学習行動計画の実績報告・次年度行動計画について、各事業の効率化・継続的

な改善を目的に PDCA サイクルにより事業精査を行った。また、生涯学習講座「あ

しや塾」として取りまとめて冊子化し、全世帯配付により周知を図った。 

○ 中央公民館では健康・こども課健康づくり係と連携し、「健康づくり」をテーマに

地域課題解決に向けた講座に取り組んだ。また、祖父母学級や土曜学び合いルームな

ど、各世代に応じた公民館活動を引き続き実施した。 

○ 学校のニーズに基づき「学校サポーター事業」を実施し、地域と学校の連携を推進

した。 

○ 家庭教育の向上への取り組みとして、青少年の健全育成と併せた親子参加型のチャ

レンジキャンプを引き続き実施した。また、福岡県の家庭教育支援チームと連携した

「お話し会コンサート」を、芦屋町子育て支援センターで開催した。 

○ 図書館事業として、絵本作家による講演会やブックスタート事業を引き続き行うこ

とで、住民読書活動の推進を図った。 

○ 参加者が意見交換・ボランティア活動への提案・提言を行う「ワールドカフェ」で

の意見に基づき、高齢者支援のフリーマーケットを新たに実施するなど、活動推進を

図ることができた。 

【課題】 

● 地域課題解決型講座のさらなる掘り起こし（各課・係の連携） 

● 祖父母学級の参加者、学校サポーター登録の減少・固定化 

● ボランティア活動団体の高齢化・参加者の固定化 
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【対策】 

◎ 関係係長等からの意見聴取の実施 

◎ 祖父母学級、学校サポーター事業の周知及び活動内容の精査（他事業との重複） 

◎ ボランティア登録団体紹介冊子の作。ボランティア入門的な取り組みの検討。 

 

 

（２）生涯スポーツの推進 

 ①健康づくりや体力づくりの推進 

【具体策】 

健康づくりに関する講座の実施 

各種スポーツ大会の実施 

スポーツ関係団体等への活動支援、連携の充実 

②スポーツに親しむ環境づくりの推進 

【具体策】 

体育施設の維持管理 

総合体育館等施設改修工事及び各種備品更新の実施 

多目的グラウンド整備工事の実施 

 【成果】 

○ 健康づくりへの取り組みについて、成人が対象の体育館講座を複数予定していたが、

「スロートレーニング講座」の 1 講座のみとなった。また、小学生が対象の「キッ

ズスポーツフェスタ」を、メニューの見直しを図り引き続き実施した。 

○ 町民がスポーツに親しむ環境を作るため、体育協会等と連携し各種スポーツ大会を

実施した。 

○ 町内社会体育施設の施設・設備の状況を把握し、必要に応じて補修を実施するなど、

施設の維持管理を実施した。 

○ 総合体育館等改修工事を実施し、施設の長寿命化を図るとともに、アリーナ内に新

たに空調設備を導入するなど、施設環境の向上を図った。また、機能回復訓練室トレ

ーニング機器の更新・増設を行うなど、利用者の利便性向上を図った。なお、多目的

グラウンドは工期延長のため、引き続き工事の進捗管理を行う。 

 【課題】 

● スポーツ・運動を始めるきっかけづくりにつながる、各種体育館講座の検討 

● 体育協会、総合型スポーツクラブ及びスポーツ推進委員の連携 

● リニューアル後の総合体育館等を含め、体育施設の修繕等維持管理への取り組み 

 【対策】 

◎ 健康づくり講座のメニューの充実 

◎ 各団体における事業実施時における、相互協力の推進。現状の連携に対する見直し
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など協議の実施 

◎ 施設管理職員による各体育施設の状況把握。教育委員会公共施設等長寿命化計画の

策定（学校教育課と合同）。 

 

 

（３）歴史・文化の保護と振興 

 ①文化財の保護と活用 

【具体策】 

文化財の保護・管理、指定の実施 

芦屋歴史民俗資料館特別・企画展の開催 

各種歴史講座の実施 

文化財に関する情報発信 

 ②芦屋釜の復興と芦屋釜の里の充実 

【具体策】 

芦屋鋳物の周知活動の実施 

鋳物師の独立・育成支援事業の検討・協議 

茶の湯文化の振興促進 

施設の観光資源としての活用充実 

 ③芸術文化に触れる機会の充実 

【具体策】 

ギャラリーあしや特別・企画展の開催 

ギャラリーあしやワークショップの実施 

 【成果】 

○ 芦屋歴史の里特別展「古地図展」を実施し、資料館が所蔵する資料をもとに、歴史

を知るきっかけづくりに繋げた。また、日本博物館協会等と共同開催で「8 年目の

3.11～大津波から甦る財たち～」を開催し、東日本大震災で被災した文化財の復興

への歩みについて、町内外の人々に周知することができた。 

○ 歴史探訪バスツアーや新たに町内まち巡りを行うなど、各種歴史講座を実施し、日

本の歴史上の出来事と芦屋の関連性などについて、周知することができた。 

○ 芦屋釜の里を会場に、県等主催の国際交流事業の開催や秋に団体ツアーの受入が多

数あり、来園者の増加となった。 

○ 小倉城庭園での２度にわたる芦屋鋳物師の企画展や、県庁物産観光展示室で展示を

行うなど、町外の多くの人々に芦屋釜の復興及び芦屋釜の里の周知を図ることができ

た。 

○ 芦屋釜の里ポータルサイトや各種広告媒体に掲載依頼を行うなど、情報発信を強化

することができた。 
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○ 芦屋歴史の里及び芦屋釜の里の両学芸員に対する講師派遣依頼が増え、町内外で町

の歴史・文化等の周知に努めることができた。 

○ ギャラリーあしや特別展で「野間夏男～スーパーリアリズム展」「末松コレクショ

ン展」を実施。町出身・ゆかりの人々の優れた作品に触れ、ワークショップの実施と

も併せ、芸術を観る・体験する機会の提供に繋がった。 

 【課題】 

● 文化財に関する魅力向上・情報発信の充実 

● 新たな町指定文化財の検討 

● 鋳物師独立支援の促進、芦屋釜の里と町観光施策との連携・情報発信の充実 

● 市民ギャラリーとしての来館・活用促進 

 【対策】 

◎ 文化財に関する情報の整理、ＨＰ内容の充実 

◎ 文化財調査及び県文化財保護課等関係機関との協議 

◎ 活動支援に係る鋳物師との協議強化、体験講座等の内容充実、ＳNＳを利用した情

報発信の拡充 

◎ 関係機関と連携したギャラリーあしや事業の運営・広報活動の検討 

 

 

（４）人権・同和教育の推進 

 ①人権意識の高揚、啓発の促進 

【具体策】 

「芦屋町人権教育啓発基本計画」による施策の実施 

人権講演会・人権まつり等啓発事業の実施 

 ②男女共同参画の推進 

【具体策】 

「男女共同参画推進プラン」に基づく施策の実施 

 【成果】 

○ 人権教育・啓発基本計画に基づき、講演会や人権まつり、啓発カレンダー・冊子の

製作を行い、町民の人権意識向上に努めた。 

○ 男女共同参画推進プランに基づく施策について、調査検証・事業評価を行った結果、

一部を除きほぼ目標を達成できている。 

 【課題】 

● 講演会や人権まつりへの来場者増を図るための企画立案 

● 人権教育啓発基本計画に基づく事業検証 

● 男女共同参画推進への取り組み、特に災害時における男女共同参画の視点の導入 
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【対策】 

◎ 芦屋町人権・同和教育研究協議会での協議、新たな広報啓発の検討 

◎ 人権教育啓発基本計画の事業検証の実施と見直しの検討 

◎ 災害をテーマにした男女共同参画職員研修の実施 

 

 

（５）社会性を育む青少年体験活動の充実 

 ①規範意識や自尊感情を高める各種体験活動の充実 

【具体策】 

佐野市青少年交流事業の実施 

あしやハンズ・オン・キッズ事業の実施 

りーどぼらんてぃあキッズ事業の実施 

 【成果】 

○ ハンズ・オン・キッズ事業について、研修プログラムの見直しを毎年図ることで活

動内容の充実を図ることができた。また、近郊の大学等からスタッフとして延べ 76

名の学生ボランティアの参加があり、研修生への指導充実が図られた。学生ボランテ

ィアには、事業 OB・OG の参加も近年増えており、地域活動への若年層参加＝リー

ダー育成につながっている。 

○ 佐野市青少年交流事業について、佐野市訪問の年で関東地域に台風接近が接近し開

催が危ぶまれたが、期間を短縮して実施することができた。 

○ ぼらんてぃあキッズ事業について、小学校低学年から大学生までの青少年の参加が

あり、福祉活動やイベント支援を通じて、子どもたちのまちづくりへの参画意識向上

を図ることができた。 

 【課題】 

● 佐野市青少年交流事業参加者の継続的な参加者確保（近年定員割れの状況） 

● ぼらんてぃあキッズ事業の活動参加者の固定化 

 【対策】 

◎ 生徒・児童に対する各種青少年体験活動の告知方法の工夫、活動メニューの充実 

◎ ぼらんてぃあキッズ募集周知方法の工夫、活動内容の精査。 

 

 

（６）青少年のための安全・安心なまちづくり 

 ①登下校の安全対策の推進 

【具体策】 

通学路の安全対策、登下校時の見守り活動の強化 

不審者情報の把握と情報発信の実施 
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 ②地域の青少年健全育成活動の推進 

【具体策】 

芦屋町青少年健全育成町民会議・校区育成健全会議の活動支援実施 

青少年健全育成に関する啓発活動の実施 

 【成果】 

○ 青少年健全育成町民会議や折尾警察署等関係機関と連携し、地域巡回・子どもたち

の見守り活動を実施するとともに、地域の安全安心に関する情報交換や情報共有に努

めた。 

○ 不審者情報の把握と情報発信を実施し、地域対応を迅速に行うことができた。特に

不審者情報に基づく、情報発信の手法や職員パトロールの強化に努めた。 

【課題】 

● 活動人員の確保、地域の見守り活動の強化、町全体の防犯意識の更なる高まり 

 【対策】 

◎ 青少年健全育成町民会議・校区青少年健全育成会議の活動周知の充実 

◎ 青少年健全育成に関する啓発活動の充実 



① 各学校の学力向上プランの確実な推進と点検・評価の実施
② 分かりやすい授業づくりの工夫や指導形態の工夫によるＣ判定の子どもの学力の定着

③ 主体的・対話的で深い学びの授業実践

① チーム学校としての取り組みの充実
② ＩＣＴを活用した授業実践の充実

③ 教員の働き方の見直しと子どもと向き合う時間の確保

① 規範意識の涵養に重点をおいた道徳教育の推進
② 保・幼・小・中一貫した心の教育の実践
③ 道徳の教科化に向けた研修の充実と議論を中心とした道徳授業の改善
① 保・幼・小・中の連携あいさつ運動（語先後礼）の深化・拡充
② 児童会・生徒会活動のあいさつ運動活性化

（１） 保・幼と小との連携 ① 保・幼担当者と低学年担当者との連携強化 確実な情報交換と連携満足度評価３以上

① 芦屋型学習過程の徹底・｢一人学び｣｢協同学び」の徹底
② 小中連携強化による英語力の向上
① ユニバーサルデザイン化の授業公開を通した教師の専門性の向上
② すくすく発達相談、巡回相談の充実
③ 町内組織の活性化（校内委員会・特別支援コーディネーター担当者会）
① 教育支援計画や指導計画、サポートシートの活用と充実
② 芦屋町特別支援連携協議会の充実・深化
① 新体力テストの分析による体力向上推進プランの作成と実践
② 「鍛練」を目的とした教科指導、学校行事、部活動の実践
③ 体力アップシート等を活用した運動の日常化
① 「早寝・早起き・朝ごはん」運動の推進
② 食に関する指導と弁当の日の充実
③ 給食食べ残しの減少
① だごびーな、八朔の馬つくり、しめなわ作り体験
② 芦屋音踊・はねその習得と発表の実践
③ 芦屋釜の里での茶道や工房での体験の推進
① 啓発活動を通した地域活動や地域の行事への積極的な参加
② 校歌を通した学校の歴史や地域の歴史の認識

③ 芦屋の「ひと、もの、こと」を活用したあしや学の充実

① 生涯学習講座「あしや塾」の充実
② 地域の課題を解決する講座の導入促進
③ 家庭教育事業の実施
④ 地域住民と学校との連携体制の充実
① 世代に応じた、各種公民館事業の充実
② 各種図書館事業の実施による住民読書活動の推進
③ ボランティア活動センターにおける団体支援の充実
④ 各種事業における住民参画の充実
① 健康づくりに関する講座の実施

② 各種スポーツ大会の実施
③ スポーツ関係団体等への活動支援、連携の充実

① 体育施設の維持管理
② 総合体育館等施設改修工事及び各種備品更新の実施
③ 多目的グラウンド整備工事の実施
① 文化財の保護・管理、指定の実施
② 芦屋歴史民俗資料館特別・企画展の開催
③ 各種歴史講座の実施
④ 文化財に関する情報発信
① 芦屋鋳物の周知活動の実施
② 鋳物師の独立・育成支援事業の検討・協議
③ 茶の湯文化の振興促進
④ 施設の観光資源としての活用充実
① ギャラリーあしや特別・企画展の開催
② ギャラリーあしやワークショップの実施
① 「芦屋町人権教育啓発基本計画」による施策の実施
② 人権講演会・人権まつり等啓発事業の実施

（１）

（２）

各行事における歴史や伝統文化にふれた満足度評価　目標値７
０％以上

地域活動や地域行事への参加者の増　前年度比＋１０ポイント
全校児童・生徒の校歌斉唱の歌声評価　目標値８５％以上
あしや学による郷土を思う心の育ち、地域への誇りや愛着度評
価　目標値　７０％以上

芦屋型学習過程の実施評価３以上
一人学び、協同学びの実施評価３以上

校内委員会の定例化　評価３以上
保・幼、小の連携強化　評価３以上

教育支援計画・指導計画を基にした校種間連携　評価３

全国体力・運動能力調査で県平均以上
各学校での行事・体験活動の増
中学校部活動入部者数の増

2

学校や学級のきまりを守る子どもの割合　目標値８５％以上
議論を中心とした道徳授業の実施率　目標値　６０％

朝食内容改善と朝食摂取率の向上
弁当の日３日実践
給食の残食率の減少

学力向上の取り組み1

規範意識の育成

語先・後礼の推進

（２）

（２）

基礎・基本となる学力の定着

特別支援教育の推進4

（１）

よりよい成長を目指す取り組み

小・中の一貫教育の推進
芦屋型小中一貫・連携教育の
推進 （２）

（１）

全国学力・学習状況調査で標準化得点１００以上
Ｃ判定児童　２５％以下
見通し・一人学び・協同学び・振り返りを位置づけた授業を毎
日１実践以上　目標値７０％

語先後礼の実施率　目標値８５％以上
挨拶強化週間　学期１回の実施

体力・運動能力の向上

早期発見・早期支援の取り組み

3

組織的・効率的な環境づくり

豊かな心の育成

健やかな体の育成5

シビックプライドの醸成6

（１）

（２） 生活習慣の確立と食育の推進

（２）

（１） 芦屋町の歴史や伝統文化に触れる

郷土を想う心を醸成し、地域への
誇りや愛着を育てる

チーム学校をとしての取組みの達成度評価　目標値７０％
ＩＣＴ機器を活用した授業を週１実践以上　目標値８０％
タイムマネジメントを意識した在校勤務時間の縮減　目標値１
０％

1 生涯学習の総合的な推進

(1) 学びの場の提供や情報発信

2 生涯スポーツの推進

(1) 健康づくりや体力づくりの推進

 

「あしや塾」の講座内容の適時見直し、件数の維持
地域課題解決型講座の開催回数　年間3件以上
親子体験型事業の実施　年間2回以上
学校ｻﾎﾟｰﾀｰの年間延べ参加者数 目標500人

(2) 各社会教育施設における事業推進  

学び合いルーム及び祖父母学級の延べ参加者数の増
図書館事業への参加者数増、保幼小中学校への支援強化
ボランティア活動センター利用者数の増
事業企画立案時の住民参画機会の増、活動内容の広報充実

 
健康づくり講座メニューの見直し・種類増
各種スポーツ大会への参加者数　前年度比増
各種補助・減免等の実施、団体との協議回数の増

(2) スポーツに親しむ環境づくりの推進  
必要に応じた迅速・適正な修繕等の実施
業者等との調整、施設利用者への周知及び年間利用者調整、利
用規定等の整備、住民周知

3 歴史・文化の保護と振興

(1) 文化財の保護と活用  

文化財パトロールの実施　月1回以上、町指定文化財の検討
特別・企画展の実施　年間2回
講座等の開催　年間5種類以上
ＨＰへの情報掲載の適時更新。出前講座、講師派遣の実施

(2) 芦屋釜の復興と芦屋釜の里の充実  

外部展覧会や茶道関係雑誌掲載等での告知の実施
鋳物師・鋳物師養成員及び関係機関協議、事業の実施
芦屋釜の里での茶会の実施　年間5回以上
各種講座・催しの実施　年間5種類以上

(3) 芸術文化に触れる機会の充実  
ギャラリーあしや特別・企画展の実施　年間2回以上
ワークショップの開催　年間5種類以上

4 人権・同和教育の推進
(1) 人権意識の高揚、啓発の促進  

基本計画事務事業調査、評価の実施
講演会等参加者数　前年度比増



 資料２ 










